
大 手前 短 期 大 学研 究 集 録 第31号(2011)pp.1-14

英語動機学習法

熊 山 晶 久

要 旨

「英語動機学習法」は著者がアメリカ社会、大学で36年 間の生活体験、研究、それに

探究 して きたことをベースに、 どのように日本の英語教育に対応すれば、効果のある学

習法が適応出来るか、大手前大学、短大で講義 をして、配布 したアンケー トを通して学

生の反応、著者の意図を記述 した実践報告である。

キ ー ワ ー ド 意 志 の 疎 通 を 計 るcommunicateeffectively,模 策 す るfigureout

プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ンpresentation,文 法grammar,講 義lecture

初めに

今回の 「英語動機学習法」は著者の9年 間の大手前大学、短期大学の英語教授法の集

大成である。 この期間に模索 してどのように講座 を進めれば、英語力がのびるのか、効

果のある教授法は何か、原点を探 し求めた。その効果をまとめたのが この論文である。

この論文は著者が今までに教えてきた各々の項目、それが学生にどのように映 り、結

果がどうだったのかを調べた。英語学習の 目的は、英語 という言語をつかって、コミュ

ニケーションを計ることである。それを計るには、文法、発音、発想法、プレゼンテー

シ ョン能力、ヒアリング、ノ ンバ ーバル等、言語に関する全てを要求されるのでア ン

ケー トを学生に配布、それを集計、分析 して議論する。

ユ

アンケー トの配布

平成23年 の春学期 以 降、短大1年 生 の基礎 英語A、Bの2ク ラス学生数 は31人 、(前

年 の)AirlinesBusinessEnglishは15人 、 それ に夏期講座 に はEnglishNegotiationsで6
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人の学生、全員で52人 の学生がアンケー トの対象 となる。なお設問は26あ ったが、紙面

制限のため、9の 設問に絞った。

アンケー トの内容

今学期 もアンケー トを継続 してお ります。今後の英語の講義に参考 します。すみませ

んが、下記の5つ のレベルの中で最 も適当と思 う番号を選んで丸で囲んで ください。

(1)こ の 英 語 の 講 座 を 履 修 し て か ら 全 体 的 に 英 語 の 履 修 に 興 味 が 湧 い て き ま し た 。

1.............................2..............................g..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う 思 う

基 礎 英 語A,B

p.............................2.............................ig.............................g..............................2

AirlinesBusiness

p.............................p..............................6..............................7..............................2

EnglishNegotiations

p.............................p..............................1..............................1..............................4

Total

O.......................2(3.8%)..................26(50%)..................16(31%)...................8(15%)

(分析)

96パ ーセン トの学生が英語の学習にある程度かそれ以上興味が湧いてきた と答 えた。

7年 前論文を書 き始めた時点では、英語 という言葉を聞いただけで 「拒絶反応が頭 に浮

かび、英語のことは何 も考えた くない」言った学生もいた。一体何が学生をしてそのよ

うな精神状態まで追いつめたのか。また、学生は中学、高校の時努力 したと思 う。しか

し努力の見返 りが殆 どなかったと推測 した。その結果、英語 を投げ出 したと判断する。

英語の学習は他の教科 と異な り、効果を出すには、ある特殊な学習方法で取 り組 まない

と、効果が現れない。別の言葉で要約すれば、大半の学生は効果的な学習方法に気がつ

いていないのでは…と著者は思う。それな らば、学生が効果的に学べる教材を作ればい

い と思った。教材 も文法的に重点を置 くのではなく、英語のプレゼ ンテーションの形で

発表 させて、話せる所までの勉強法まで高めなければならないと考えた。

また会話力を高めたい学生のためには教壇の前で英語で要約がで きるような練習をさ

せて、実際にさせてみる。そしてまか りなが らにも、英語で要約が出来ることを自覚さ

せるほど目的に合った学習法 を施 した。このように授業を通 して身に付 くような学習法

で勉強すれば、授業の内容が分かってくるし、興味も湧いて くるし自信 もつ く。分かる
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と勉強も面白くな り、成績 もあが り、更に拍車がかかって くる。設問の解答が90パ ーセ

ントという成果が表面化 した。

(2)授 業中に先生が英語で話 した時、理解 しようとして耳を傾けました。

1............................2

全 然 そ う そ う

思 わ な い 思 わ な い

3.............................4

あ る 程 度 そ う

そ う 思 う 思 う

5

本当に

そ う思 う

基礎英語A,B

0 0 14 11 6

AirlinesBusiness

0 0 4 7 4

EnglishNegotiations

O

1

0

a航T

0

0

0

18(35%)

1

19(37%)

5

15(29%)

(分析)

そう思 う、本当にそ う思うを合わせ ると、66パ ーセ ントになるが、最近の学生には、

「聞 く耳を持たない」学生 もいる。それには2種 類の学生がいる。1つ は先生の講義に

は興味がない、英語の勉強はしたくない。2番 目は講義の進め方、説明の仕方は余 り信

用 していない。先生の教え方より、 自分の仕方の方が効果的だか らそれを続けた方がい

い。 この範疇の学生は問題が深刻化する。つまり、先生の説明より自分の学習法の方が

優れていると思 う訳だから、故意に先生の説明を表面上受け入れているように見えるが、

そうではなく、 自分なりに努力をしているわりには、上達が遅い。或いは分からない個

所はい くら説明して も(説 明方法 と内容を無視 しているから)分 か らないままで、その

ままの状態で存在 している。例えば、話す力を伸ばす時、前もって文章を書いて、それ

を繰 り返 して読んで1字1句 暗記 しないと、文節の要約が出来ないと決めつけて、取 り

組む学生はこの手順を踏んで、何回も練習 しないと、要約が出来ない。そこで、著者は

要約の手順を教える。(1)間 違えた文章は、最初に直す。(2)文 法的な間違い、語彙の間

違い、意味上の間違い、それに発音のしにくい単語があれば、あ らかじめ何度も練習 し

て発音 しやす くする。(3)ま た話す時、無理に口か ら強制的に出すのではな く、むしろ

話 しかけるように興味 をもたせて自然 に表現出来るような発音 と姿勢で臨む。(4)全 体

の文章を読んで、内容を丸暗記するのではなく、内容の手順 を理解すれば、 もつれた糸

をたぐるが如 く、順序を追って話す と、話の筋が展開するので、脳からの信号が口につ
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なが り単語が次から次へ と発音 され、文章となって くるようなプレゼンテーションを練

習すればいい と言って も、それを履行 しな くて、 自己流に固持する学生 もいた。そして

プレゼンテーションの途中で停滞 して前 に進むことがで きな くなる。内容が複雑で、話

す時間が5分 以上になって暗記力に頼ると、脳には限度があ り、精神的に負担がかか り、

最終的にはい らだって きて処理で きなくなる。 この時思ったことは、ただ丸のみして先

生の言 うことを聞 くとい うより、理由をわきまえて、言 うことを聞く素直な学生は語学

力が伸びると思った。

(3)講 義 を 進 め る 中 で 、 英 語 で 同 じ こ と を2回 繰 り 返 し 、3度 目 に 同 じ こ と を 日 本 語 で

表 現 す る や り 方 は 、 自 分 の 英 語 の 理 解 力 を 高 め る の で い い と 思 い ま す 。

1.............................2..............................3..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う 思 う

基 礎 英 語A,B

p.............................p..............................g.............................lg.............................2

AirlinesBusiness

p.............................p..............................7..............................5..............................3

EnglishNegotiations

p.............................p..............................1..............................2..............................g

Total

p.............................p.......................16(32%)..................26(52%)...................8(16%)

(分析)

「ある程度そう思う」はわずか32パ ーセ ントだが、残 りの68パ ーセントの学生は著者

が講義中英語で説明、話 しかけることに関 して、かなりいいコミュニケーションの計 り

方であると思っている。このことは、最初の授業で、最初の2回 は英語で話すから、よ

く聞いて、何を話そ うとしているのか、模索 して、理解するように、それか ら、3回 目

は日本語で話すから、英語のヒアリングを高めるためにも耳を傾けるようにと説明した。

後になって気が付いたが、 これが功を奏 していい結果として現われてきた。

(1)授 業中に英語で話す ことは、学生 も英語で質問する、或いは、電話で明日の授業

には出席できない、少 し遅れるなどの英語でコミュニケーシ ョンを計ろうとする動機付

きの要因になった。(2)そ れは英語 を学ぶ上で、 リスニングの勉強にも繋がって くる。
2

この ようなメリットがあるのに、新聞には賛成 しない意見が掲載されていた。

北海道教育大学の宇田川 拓雄氏は(1)世 界の国々では、グローバル化を図 り、英語
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が国際共通語になっているために、将来 日本でも英語教育 を使える英語に変えていかな

ければならないという課題について、下記の理由で困難であると、 日本経済新聞に記載
ヨ

している。

(1)日本の大学では、英語で研究、講義をする人材がす くない。(2)大 学生が就職する

と、企業内で英語で業務 を展開してい くような人材育成は難 しい。(3)海 外で英語 を駆

使 してコミュニケーションを計ろうとするためには、TOEFLで550点 以上の得点が要求

されて、それ以上の得点 を持つ学生はわずか3パ ーセン トにす ぎない。(4)函 館校の10

年度の卒業生の就職を見 ると、15パ ーセ ントが公務員 と教員であった。「両職種 とも平

均的な語学力で十分である。」それに42パ ーセ ントが大企業、中小企業に就職 したが、

就職試験でレベルの高い語学力 は要求 されなかったので、必要性がない。(5)ア メリカ

の大学で リサーチ、講座 を持つには、TOEIC750点 は必要であるし、大講堂で質疑応答

をするには、「ビジネス業務が英語でこなせ る900点 は必要であろう。」 と述べている。

大学での講座で英語を話す教員が少 ないのは事実であるが、ではなぜ英語が話せる人

材を養成 しないのかということである。英語でコミュニケーションが計れるようなカリ

キュラムをつ くっていけばできるようになる。 これには、 まず最初に英語の学習目的を

設置 しなければならない。つまり英語学習は入学試験に受かるためのものではな く、世

界の人々 と意志の疎通を計ることである。

先生の記事を読んでみると、TOEFLで550点 を取得 した学生はわずか3パ ーセ ント、

アメリカの大学で講義を受 けるとこができる学生のTOEICの 得点は750点 である。著者

は何かこの2つ の内1つ をクリアーすれば、講義の内容が理解出来て、質疑応答にも参

加できるような印象を受けることができるように聞こえるが、現実はそんなに優 しい も

のではない。著者はTOEFLで550点 以上取得 したけど、講義のノー トが取れず、アメリ

カ人の学生のノー トを借 りて、毎 日勉強 していた日本人留学生をサ ンダバー ド校で何人
4

も見てきた。

国際化と英語教育を進めるためには、その対応策として幼年時代からのバイリンガル

教育 を勧めるのが得策である… と宇田川氏は述べている。著者はバイリンガル教育もさ

ることなが ら、大学側 としても今 日から英語での講座を展開すべ きだと思う。国際化 と

語学教育は諺の"Romewasnotbuiltinaday."「 ローマは一・日にしてならず」の如 く、

長い歳月を要す る。

英語学習は他の科 目と異な り、1年 位学習 しても余 り上達 しない。羽藤氏は次のよう

に述べている。「外国語を使 う能力の伸びも直接的なものではなく、ところどころに進
ら

歩が足踏みする時期をはさみなが ら、全体 としては、ゆるやかに伸びてい く…」 と表現

している。

そのために、学生本人が上達の度合いが計 りに くい し、なかなか認識も出来ない。 し
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か し教 えている著者には明確にわかる。また、英語がうま くなると、ある1つ の個所、

例えば文法事項、翻訳箇所がうまくなったというより、全体 を通 して上達さが現われて

くる。例 えば、最初に上達ぶ りが分かるのは、教科書を読ませると(1)す らす ら読める

ことである。それも強制 して口か ら出すとい うより、自然に区切ったり、呼吸 して声 を

出 して読んでいる時、余 り意識しなくても問を置いてす らすら読めるようになっている。

また読む時の発音がなまりのある発音 というより、ネーティヴにかなり近い発音で話し

ている。(2)ま た、英語で会話を交 える時も、何の躊躇 もなく、言葉 を駆使するレベル

に到達 しているし、使う単語が会話の内容に即 して、比喩的に話せば、それは、 日本の

大工さんがのみを使って2つ の木材 に穴 を掘 ってつな ぐ時、 ピタッ ト合 って、何の

ギャップもないほど鮮やかなものになっていて、一貫性を帯びる境地に辿 りついている。

この ような個所が適切な言葉 となって、文章のあちこちで顔 を覗かせる。そ して冠詞の

使い方からして表現されている英文からして明確である。著者はこれを見逃さない。こ

れを聞いて、学生は大分 うまくなったと認識する。その後に出るコメントは 「大分 うま

くなったね」である。これを聞いた学生は手答えを感 じる。そこに見るのは、微笑みと

満足感だ。

(4)先 生 が 講 義 内 容 、 文 法 、 そ れ に 関 連 事 項 を 英 語 で 説 明 す る と 、 最 初 は 何 を 言 っ て い

る の か さ っ ぱ り わ か ら な か っ た け ど 、 状 況 判 断 、 説 明 箇 所 と の 関 連 性 を 考 慮 、 模 索 し

な が ら 努 力 し た け っ か 、 ぼ や け て い る け ど 、 内 容 が 少 し ず つ 分 か っ て き ま し た 。

1.............................2..............................3..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う 思 う

基 礎 英 語A,B

p.............................p.............................lg.............................7.............................g

AirlinesBusiness

p.............................p..............................g..............................4..............................3

EnglishNegitiations

p.............................p..............................p..............................3..............................g

Total

O.............................0.......................26(50%)..................14(27%)..................12(23%)

(分析)

英語 を聞いて、そのまま英語で理解するという方法はかな り困難をきたす。この方法

は時間とかなりの努力を必要 とする。 しか し、長い目で見れば、正解である。また、英
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語 を 日本語 に頭 の中 で訳 して、理解 しよう とすれば、様 々な弊害が生 じる。例 えば、学

生 が使 われ てい る単語 の意味が 日本語 で全 て理解 され ていて も、全体 の文章 が うま く訳

せ ない こと、最 終的 には、おか しな 日本語 になって しま う。Hesentforme.(彼 は 私 に

ここに来 る ようにお願 い した。)Wishmeluck.(試 験 を受 ける時 な どに、私 に幸 運が巡

る ように祈 って くれ。)Youmademyday.(今 日一 日色 々なこ とを したけ ど、貴 方 と話

した り、 や った ことが 一番楽 しか った。)等 の文章 は訳 しに くい。 また、英 文 で2つ の

よ く似 てい る ような文章 を見 る とネーテ ィヴス ピー カーには明確 で も日本語 では、全 く

意 味の異 なる場合 が ある。(1)ThelaWerwenttojail.(2)Thelawyerwenttothejail.が

そ の例 であ る。最 初のtojailの 場 合 はあ る名 詞が無冠詞 と伴 に使 われてい るか ら 「使 わ

れてい る名詞本 来の意 味をあ らわす。」つ ま りjailは 拘 置所 、監獄 を意味す る。 それ故 に

「そ の弁護士 は拘 置所 に行 った(服 役 した)と い う意味 だ。2番 目の文 は 「その弁 護士

は拘 置所 に行 った。」 とい う意味 だが、 これ は仕 事 の関係上拘 置所 の建物 に囚 人に会 い

に行 った とも解釈 され る。英語の場合 、冠詞 のa,an,theが あ るかないか で、 こん なに

意 味が変 わって くるのを教 え るの もお も しろい。 また この ように無冠 詞の例 を文章 と し

て比較 す る と、 学生 にはわか りやす い。(1)MyparentsgotochurchonSunday.(2)My

parentswillgotothechurchonWednesdayforameeting.も そ のい い例 であ る。 「無冠

詞+名 詞」 は前 の例 と同様、使 われ てい る名 詞そ の物 を表現 す るか ら、(1)の 文 章、両

親 は 日曜 日に教 会へ行 くは、(教 会の本 来の主 旨 はお祈 りをす る所 だか ら)両 親 は 日曜

日にお祈 りをす るため に教会へ 行 く。(2)は お 祈 りのため では な く、会合 のた めに教会

にい くので ある。最初 に記 述 したHesentforme.Thelawyerwenttojail.Myparentsgo

tochurchonSunday.な ど の文章 を聞いて も、冠 詞が使 われてい るか、い ないな ど聞 き

取 る ことは余程 耳が訓練 されて いない と、 聞 き取 りに くいので、 この ような時はプ リ ン

トに比 較分 と説 明が必要 にな る。

(4)の 設 問で は、50パ ーセ ン ト以上 の学生 が先生 の講 義内容 を模索 しなが ら聴 いて い

る と答 えた。最初 は分 か らな くて もいい。少 しずつ耳 をな ら して、一 字一句 を念 入 りに

聴 くよ り、全体 を通 して、何 につ いて話 しているのか を理解 す る、つ ま り全体 の像 或 い

は、絵 を頭 に描 くこ とが 必要だ。言語 、語彙 は非常 に抽象 的 な ものであ るか ら、あ る言

葉 を聞いて も残 りに くい。最悪の場合 、言葉 を右 の耳 か ら聞いて も次 の刹 那 な時間 に左

耳 か ら出て行 って しまい、頭の 中で即 座 に消 えて しまうこ とが往 々に して ある。単純 な

意 味 を持 つ言葉 は聞 いて、理解 で きるが、抽 象 的な意味 を持つ 言葉 は把 握 しに くい し、

覚 えに くい。deskと かchairは 比 較 的理解 しやす し、覚 えやす い し、頭 に も残 り易 い。

で もcategory(範 躊)、synergy(折 衷 案)な どの言葉 は抽 象的 な色彩 が濃厚 で、理解 し

に くい し、覚 え に くい。 この理解度 を補 うのに役 立つ のが頭 の 中に描 く絵 である。相手

が話 してい る時 に、注 目しなが ら聴 くと同時 に頭の 中で絵 を描い て、 理解す れば、あ る

7
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程 度 時間が かか って も残像 として残 る。categoryの 絵 は2、3の グル ープ を描 き、syn-

ergyは ア メリカ人 と日本 人の2チ ー ムが考案 した2つ の案 を取 り入 れて、最 終 的に は

1つ の案 に まとめ るよ うな折衷 案 を描 くので あ る。 まと まった絵 は一 時 的に頭 に残 る。

あ る程 度の時 間は残 像が保存 され る し、場合 に よって は、 数 日後残像 を蘇 させ る ことも

で きる。

(5)文 法のプリントの説明は簡単明瞭で、的を得ていて分か り易いです。

1............................2

全 然 そ う そ う

思 わ な い 思 わ な い

基 礎 英 語A,B

o............................o

AirlinesBusiness

o............................o

EnglishNegotiations

o............................o

Total

o............................o

g.............................4

あ る 程 度 そ う

そ う 思 う 思 う

18.............................g

6.............................6

2.............................2

26(50%)17(33%)

5

本当に

そう思 う

4

3

2

9(17%)

(分析)

50パ ーセン トの学生がある程度そう思う、残 りの50パ ーセントの学生がそう思 う、本

当にそう思うと記入した。プリン トは教 える英語の教科で大切 なものだ。プリントには

凡そ英語 を勉強する上で全ての項 目が挙げ られている。つま り、これを勉強すれば、英

語がわかる。上達する。話せ るようになるという虎の巻だ。文法の説明箇所は出来るだ

け簡単にして、ルール も分か り易 くした。説明が終わると、即座に練習問題に取 り掛か

るようにした。これは、いくら説明が理解されても、必ず しも構文を使 って英語の文章

が出来るとは限らないか らだ。学生の文章を見ても、出来ていない、或いは間違いのあ

る文章が多い。また、英語の単語でも句だけを勉強するのではなく、必ず文章を作成さ

せる。例 えば、仮定法過去の構文を使って勉強するとしよう。

仮定法で学生が混乱 して、使いこなせ ない理由の1つ は、仮定法過去、現在、未来の

内、 どの構文を使っていいのかわか らな くて、迷 うか らである。仮定法過去を使 う時は、

過去の時制となるような含み、それに言葉、例えば 「あの時、当時、あの頃」等の過去

の事柄 に関する言葉があれば、仮定法過去を使い、「今、今 日、現在の事柄 に」関する

状況であれば、仮定法現在 を使い、「明 日、来週、来年」等将来のことが らには、仮定

8
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法未来系を使えばいい。

(6)プ リ ン ト に は 、 文 法 事 項 の 説 明 の 後 に 関 連 事 項 の 練 習 問 題 が 掲 載 さ れ て い る の で 、

自 分 が 理 解 で き た 箇 所 の 理 解 力 を 適 応 し て 、 今 度 は 練 習 問 題 を す る こ と に よ っ て 試 す

こ と が で き る の で 有 益 で す 。

1.............................2..............................g..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う 思 う

基礎英語A,B

0 0 8 21 2

AirlinesBusiness

0 0 9 3 2

EnglishNegotiations

O

1

0

a硫T

0

0

1

18(35%)

2

26(51%)

3

7(14%)

(分析)

文法の説明が終わると、その構文 を使 うために、日本語で文章を書 き、それを英語で

訳させる方法がある。これは学生にとってはかな り難 しい。最初に直面する問題は、 日

本語 を英語では表現方法が異なるから、どのような事柄に注目しなければならないか分

か らない。学生 にとっては、主語、動詞、 目的語といったふうに英語の言葉を置き換え

れば英文になるというような考えが浮かんでくる。そのために、文法的な間違いだけで

なく、表現方法 にもてまどう。

日本語

1 2 3 4

英語

5

9



大手前短期大学研究集録 第31号(2011)

s

図の説明

この図を比喩的に述べると、日本語の全体像を円形で、英語は三角形であるとしよう。

円形を英語の三角形に変形 させてみ よう。丸い形 を三角形の中に収めようとしてもうま

くお さまらない。そのために、日本語の円形を少 しずつ三角形におさめるように変形す

る調整が必要になって くる。そのステップを踏んだのが上の図である。丸い形の日本語

はステ ップ1か ら2、3、4、5へ と英語の三角形に変形 してい く。この変形行程が調

整である。手数をかけて調整 をすればするほ ど、英語 に近 くなる。 この調整は更にも

う1つ の利点がある。それは、学生が作成 した英文に直 しても、それで満足せず、さら

に調整 を求め続けて、模索する余地があると考える学生は今後 とも伸びる。その反面、

その ようなことを考えないで、作 った文章で満足する学生は余 り伸びない。

(7)プ リ ン ト に はdictationの 個 所 が 用 意 し て あ り ま す 。 今 ま で 勉 強 し た 箇 所 を 英 語 で

書 く こ と で す が 、 綴 り を 練 習 す る こ と 、 先 生(あ る い は)学 生 が 口 頭 で 読 ん で い る ス

ピ ー ド に 出 来 る だ け 合 わ せ て い ま す が 、 こ の 練 習 い い と 思 い ま す 。

1.............................2..............................g..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う 思 う

基礎英語A,B

0 0 12 14 6

AirlinesBusiness

0 0 8 4 3

EnglishNegotiations

O

1

0

田%

0

0

1

21(40%)

4

22(42%)

1

10(19%)

(分析)

dictationは 非 常 に大切 な学習 であ る。 英語 の単語 は 日本語 やスペ イ ン語 と異 な り、a

とい うアル フ ァベ ッ トを例 に とって も、様 々な発音 があ る。apple,eat,1ake,talkな どが

その例 であ る。 そのため に学 生 にとっては綴 りに くい単語 もあ る。著者 はアメ リカ に在

住 中興 味深い こ とを 目撃 した。
　

スペルも練習 しないと書けない

著者はある日住んでいる近 くの洗濯屋 さんに入っていくと、黒人の先客がいた。年齢

は35歳 くらいに見えた。その男性はお金を払お うとして、ポケッ トから小切手を出すと、

10
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思わず小切手を洗濯屋さんの前に出して、サインを署名する所にXの マークをペンで書

いた。著者は不思議 に思って、 どうして名前をサインする所 にXを 書いたのかと思った。

すると、洗濯屋 さんは、英語でtwelveand57/noと 書いてサイン欄に黒人の名前 を書い

た。それを見るな り、この人は文盲なのだと気が付いた。話している言葉は普通のアメ

リカ人と変わらない。会話は生まれた時か ら、聞いた り、話 した りしているから、使え

る。 しか し書 くことは別問題だ。いくら話せても、聞けても書 くことは、勉強しなけれ

ばならない。字が読めないとい うことはどういうことなのか、前にこのような話を聞い

たことがある。

アメリカで運転免許証を取得するとき、試験 を受けるが、最近では、筆記試験 もある

程度機械化がすすんでいるので、 コンピュータをつかって、文字ではなく、写真 を見せ

て、解答 を選ばせ る方法 もある。ある日、文盲のアメ リカ人が試験を受 けて合格 して、

免許証をもらった。それから間 もなくして、onewayと 書いてある標識の道路を反対側

か ら車を運転 して、入って行き、大 きな事故を起 こした。

dictationは 様々な効果をあげるのにすば らしい機会だと思 う。(1)ま ず最初に学生が

文章 を読むとき、白板に聞いた文章 を書 くが、単語が分からない と書けないし、スピー

ドが伴わない。 また、読んでいる学生の声が小 さいと支障をきたすので注意する。(2)

dictationの大 きな長所はこの練習が要約の前の段階で行われることも考慮 して、綴って

いる語彙、意味、構文、文章全てが今まで学習してきたことを包括 しているので、英語

を耳で聞いて、頭で理解 して、それが指に伝わり、文字の形で表現す る。書いている指

が脳 と直結 して、全てが一体化されて、機能を発揮 しているのである。また間違いがあ

ればそれを指摘 して、正 しい綴 りで書かせ最後に学生一人一人に読 ませ る。

(8)プ リ ン トの 最 後 に は 「要 約 」 が あ り ま す 。 こ れ は 習 っ た 箇 所 を ま と め て 、 一 回 目

は 自 分 が 書 い た 英 文 を 習 っ た 単 語 、 文 法 事 項 、 発 音 も交 え て 口 頭 で 言 い プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン の 形 で 教 壇 の 前 に き て さ せ ま す 。 そ れ か ら2度 目 は 原 稿 を 見 な い で も う 一 度 や

り ま す 。 こ の よ う な や り 方 は 習 っ た 英 語 を 皆 の 前 で 発 表 す る こ と に な る の で 、 自 信 が

つ い て 効 果 が あ る と 思 い ま す 。

1.............................2..............................g..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う思 う

基礎英語A,B

0 2 18 10 2

AirlinesBusiness

0 0 6 7 2
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EnglishNegotiations

0

1
、

O

a㏄T

0

2(4%)

0

23(44%)

2

19(37%)

4

8(5%)

(分析)

ある章が終わると、この要約が一番最後になるが、要約が口頭で出来るようになれば、

学生 としても 「誇 りに思いなさい」 といって励 ます。今までに学習 してきた語彙、構文

などを出来るだけ使 って、要約に臨みなさい と言って励 ます。 またこのアクティヴィ

ティーは今まで学習して きたことで一番大切なことだか ら、全精神をかたむけてチャレ

ンジするようにとお願いする。要約の出来ない学生は教科書の英文を丸映しして、その

まま丸暗記に頼っていたが うまくさばけな くなった。これでは、創造力が発揮されてい

ないので、出来るだけ自分の言葉で文章を作 り、プレゼ ンテーションに臨むように励ま

す。また文章が 自然にす らす ら出てくると、今度は、必要な個所があれば、非言語的な

表現 も出すようにと励ました。ある本には、内容が言語によって聞き手に伝 わる部分は

僅か35パ ーセ ントで、残 りの65パ ーセントは手、足、身振 り、 しぐさなどの非言語的表
s

現によってなされるとい うノンバーバル(非 言語的表現)の 重要さがある。

やがて3分 程度のプレゼ ンテーションをどうにか終えた学生には拍手 を送 り、よくで

きたと言って褒めてやる。学生の顔には、自分でもよくやったという満足感があらわれ

ているのを著者はみのがさない。このように教壇の前で英語で話すなどの経験 したこと

がない学生が大半なので、いい経験になる。

(9)各 課 の 終 り の 要 約 は 以 前 の 授 業 で は 余 り 強 調 し な か っ た の で 、 ま と め る と 言 っ て も

ど の よ う に す れ ば い い の か わ か り ま せ ん で し た が 、 説 明 を 聞 い た り 、 サ ン プ ル を 見 て 、

実 際 に や っ て み る と 、 あ る 程 度 英 語 の 要 約 が で き て 、 自 信 が 持 て る よ う に な り ま し た 。

1.............................2..............................g..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う 思 う

基礎英語A,B

0 6 17 6 2

AirlinesBusiness

0 0 5 7 3

EnglishNegotiations

0 1 1 3 1
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Total

O 7(13%) 23(44%) 16(31%) 6(11%)

(分析)

ある程度そう思う、そう思う、本当にそ う思 うの学生を全部合わせ ると、86パ ーセ ン

トとい うかなり多 くの学生が このアクティヴィティーに関して満足 している。それに、

著者が最初か ら英語学習の 目的としていた自分の文章に創造性を持たせて使える英語、

自分の意見 を他の人の前で述べ る英語、英語学習の目的は文法を勉強するのではなく、

コニュニケーションの道具として、意志の疎通 を計ることであるという目的に向かって

学習に励んだ学生 を誇 りに思 う。(9)番 の設問では86パ ーセン トというかな り高い数値

が出たけ ど、学生は、はたして真剣に取 り組んで くれたのであろうかという疑問が著者

の脳裏に浮かんだ。そしてその信葱性を見るために、(8)番 と(9)番 の設問を比較する

ことにした。

(8)番 と(9)番 の 設 問 の 比 較

(8)番 と(9)番 の 設 問 は 基 本 的 に 同 じ よ う な 設 問 で あ る 。 ア ン ケ ー ト を 記 入 し て く れ た

学 生 が 真 剣 に 取 り 組 ん で 、 答 え て く れ た か を 調 べ る に は い い 機 会 だ と 思 っ た の で 比 較 す

る こ と に し た 。

1.............................2..............................g..............................4..............................5

全 然 そ う そ う あ る 程 度 そ う 本 当 に

思 わ な い 思 わ な い そ う 思 う 思 う そ う 思 う

(8)の 設 問 の 結 果

p.......................1(2%)...................23(44%)..................19(37%)...................8(15%)

(9)の 設 問 の 結 果

p.......................7(13%)...................23(44%)..................16(31%)...................6(11%)

となっている。2番 目の 「そ う思わない」の個所 は配分が1パ ーセ ントと7パ ーセン ト

でかなり異 なるが、残 りの部分の配分は近似値である。 これを別の言葉で表現すれば、

学生の設問に答える姿勢には信葱性が窺 われる。

結 論

大手前大学、短期大学で教鞭をとってか ら9年 半過 ぎた。この間著者は日夜、学生は

どうして英語が分か らないのか、なぜ出来ないのかと模索 しなが ら今 日という日を迎え
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た。学生の動機 もさることながら、教える方にも最良の条件で教えてやらなければなら

ない。いい教授法がないか と探 した。そして気がついた。それはいい教材 を作ることだ

と思った。

各章では、使われる英語の語彙、構文を使って文章を創造 させる。文法の説明を理解

して、例文の構文を参考にして、 日本文を英文に変える。教科書の英文の質問に英語で

答える、 リスニ ング、dictation、それにsummaryの サ ンプルを参考にして、要約 を作

成 してプレゼ ンテーションの形で発表 させる。 また、講義中は絶えず英語を話 して、学

生に注 目させる教え方はかな り効果があることに気がついた。

FOOTNOTES

1.ア ンケー トは平成23年 度春学期 と夏学期 に大手前大学、短期大学の教科、2つ の基礎英語、

前年のAirlinesBusinessEnglish,そ れに夏期講座 のEnglishNegotiations全 部で4教 科 を対

象にして行われた

2.日 本経済新聞、2011年10月24日 、 朝刊、p.23「 英 語で授業」拡大難 しく教員、学生 国際

化の条件満たさず、宇 田川拓雄

3.Ibid.,宇 田川拓雄

4.著 者は1973年9月 か ら2001年5月 までアメリカ国際経営大学院、通称サ ンダバー ドMBA

ビジ ネススクールで28年 間教鞭 を取 り、 日本人留学生の学生生活を見た。

5.英 語 を学ぶ人、教 える人のために 「話せ る」のメカニズム、羽藤由美、p.20

6.英 語 に興味を持たせる教え方、熊山晶久、大手前大学、短期大学紀要
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